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滞
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践
志
品
位
廿
占
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跡
目
無
昌
相
一
越
-
被
昌
仰
付
-
た
り
。
定
に
御
慈
悲
哉
と
て
後
に
此
の
沙
汰
、

あ
り
。
依
っ
て
彼
の
町
人
共
烏
よ
び
牟
右
衛
門
相
奉
行
丸
星
発
右
衛

門
な
ど
へ
等
ぬ
る
と
い
へ
ど
昔
、
何
れ
も
共
の
沙
・
汰
は
承
る
と
い
へ

ど
も
.
髄
成
事
存
知
す
る
も
の
た
し
。
虚
質
知
れ
が
た
し
。
沙
汰
は

憶
に
有
v
之。
b
T
右
衛
門
自
害
た
り
と
申
沙
汰
有
v
之
よ
し
申
す
者
も

あ
り
と
い
へ
ど
も
.
分
明
な
ら
歩
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
企
・
右
衛

門
三
政
は
‘
前
頴
の
家
記
に
、
鹿
安
四
年
正
月
五
日
之
夜
五
つ
過
ぎ
、

俄
に
・
疫
指
出
で
頓
死
の
よ
し
記
載
し
‘
宵
像
の
讃
に
も
鹿
安
四
年
辛

卯
正
月
五
故
と
見
b
.
今
金
昌
寺
の
過
去
岐
に
も
、
慶
安
四
年
正
月

五
日
と
あ
り
。
ま
た
加
陽
諸
士
系
譜
に
、
奥
村
五
兵
衛
六
百
石
慶
安

四
年
死
と
あ
り
。
さ
れ
ば
彼
の
傭
稔
は
初
代
b
T
右
衛
門
三
政
が
事
た

る
ぺ
け
れ
ど
、
拾
築
名
官
記
に
正
月
廿
五
・
六
日
の
事
と
載
せ
た
る

は
-
繰
り
た
ら
ん
か
。
但
し
か
の
成
田
家
記
の
貫
録
に
強
れ
ば
、
全
く

共
の
比
世
人
の
浮
設
な
る
べ
く
聞
ゆ
。

O
白

銀

町

升
形
橋
よ
り
専
光
寺
の
辻
ま
で
を
白
銀
町
と
呼
ぺ
り
。
此
の
町
名
の

起
原
未
だ
欝
か
怠
ら
4
y
o

十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
地
子
町
肝
煎
裁

許
附
及
び
園
事
昌
按
問
答
に
戟
せ
た
る
金
津
町
名
付
に
も
記
載
せ

宇
。
安
江
木
町
の
町
内
な
る
ぺ
し
。

。
事
光
寺
前

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
専
光
寺
前
と
記
載
し
、
園
事

昌
披
問
答
に
も
載
せ
た
り
。
専
先
寺
の
門
前
な
る
故
也
。
三
簡
屋
版

の
六
用
集
に
、
専
光
寺
を
安
江
木
町
と
載
せ
た
り
。
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戸

東
波
真
家
の
燭
頭
に
て
、
営
園
の
録
所
也
。
本
願
寺
波
諸
寺
系
固
に
一

一
武
ふ
。
閲
旭
志
念
者
。
征
夷
将
軍
惟
康
親
玉
男
-
名
康
忠

a

出
鹿
之
後
叫

正
和
年
中
矯
且
魔
如
上
人
弟
子
一
元
膝
元
年
遊
=
化
北
陸
一
同
二
年
十
五

日
卒
e

六
十
一
埼
屍
後
先
v
嗣
.
第
二
世
志
祭
。
父
鋭
除
額
吋
縛
如
上

・
人
之
門
侶
也
e

依
a
上
人
之
命
-
住
=
大
様
坊
吋
始
鋭
a
離
方
山
事
光
寺
二
X

A
.

と
あ
り
。
専
光
寺
記
に
も
、
鎌
倉
絡
寧
惟
康
親
王
の
庶
子
法
名

志
念
、
本
願
寺
第
三
世
先
如
上
人
よ
り
法
流
を
相
体
し
、
宗
義
弘
典

と
し
て
元
廊
二
年
京
都
よ
り
営
園
へ
下
向
し
、
石
川
郡
大
様
郷
に
一

宇
を
草
創
し
、
議
方
山
専
光
寺
と
競
す
。
夫
よ
り
臆
代
居
住
せ
し
底
、

第
五
世
鹿
心
の
時
富
樫
氏
よ
り
、
法
流
繁
昌
に
て
毎
時
諸
人
群
参

し
、
減
近
な
る
に
依
り
て
寺
地
を
移
柑
特
設
し
可
h

然
と
の
事
に
て
、
同

郡
吉
藤
村
へ
移
し
た
り
。
共
後
第
八
世
慶
柴
の
時
、
東
西
雨
荻
混
鋭
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に
付
き
、
鶴
来
の
山
臭
へ
立
退
き
け
る
を
、
利
家
卿
の
命
に
依
り
て
、

金
津
御
城
下
後
ロ
町
と
い
ふ
底
に
て
寺
屋
敷
を
賜
は
り
、
寺
再
興
す
。
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然
底
利
家
卿
越
中
高
岡
へ
隠
居
し
給
ふ
時
、
慶
柴
も
命
に
依
り
て
高

岡
へ
隠
居
し
、
寺
屋
敷
を
拝
領
し
、
漸
く
普
詩
作
事
の
用
意
せ
し
庫
、

利
長
卿
逝
去
し
給
ふ
に
よ
り
.
利
常
卿
へ
相
願
ひ
、
高
岡
隠
居
屋
敷

の
替
地
と
し
て
、
金
滞
安
江
木
町
に
て
屋
敷
地
奔
領
す
。
御
披
後
ロ
町

の
寺
は
、
利
家
卿
の
時
本
願
寺
よ
り
営
地
に
末
剃
建
立
致
し
度
皆
申

越
さ
る
と
い
へ
ど
も
、
新
寺
院
建
立
難
v
被
v
成
旨
被
a
仰
浩
-
け
る
に
依

τ、
方
事
光
寺
を
ば
本
願
寺
の
別
院
に
相
立
て
、
則
ち
東
末
寺
と
稀

す
。
然
る
を
利
常
卿
の
時
蛍
地
火
災
に
付
き
、
町
割
を
改
め
ら
れ
‘

右
御
披
後
a
町
の
寺
地
臭
野
主
馬
上
旬
屋
敷
へ
所
替
被
=
仰
付
一
其
頃
よ

り
安
江
木
町
隠
居
屋
敷
を
改
め
て
‘
専
光
寺
の
本
坊
と
す
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
蛍
寺
創
立
の
寺
地
は
、
石
川
郡
大
様
郷
と
あ
る
は
、
富

樫
庄
大
額
村
の
地
に
て
、
額
谷
の
近
郷
高
尾
・
野
々
市
へ
近
き
地
友

り
。
故
に
富
樫
氏
の
披
下
廷
た
り
と
て
、
移
時
を
命
ぜ
ら
れ
し
も
の

也
。
叉
、
石
川
郡
吉
藤
村
は
、
今
い
ふ
専
光
寺
村
た
り
。
民
政
和
倫

行
業
胞
に
、
賀
州
石
川
郡
吉
藤
郷
と
見
h
.
元
総
十
四
年
の
郷
村
名

義
抄
に
、
石
川
郡
専
光
寺
村
‘
往
古
吉
藤
村
と
申
底
、
金
津
専
光
寺

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
占
ハ

此
所
に
居
住
仕
に
付
、
専
光
寺
村
と
成
候
由
申
停
。
と
あ
り
。
今
も

此
の
村
地
内
に
御
舘
跡
と
宇
す
る
所
あ
り
。
い
に
し
へ
の
寺
跡
怠
る

よ
し
い
ひ
停
へ
た
り
。
叉
村
の
東
南
の
方
た
る
岡
地
を
ば
飢
塔
固
と

字
せ
り
。
是
そ
の
さ
き
の
卵
塔
場
の
遣
社
た
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。
依

っ
て
今
に
至
り
専
光
寺
を
ぽ
、
世
人
或
は
吉
藤
御
坊
と
呼
ぺ
り
。
宮

樫
飽
・
官
地
論
に
、
長
享
二
年
加
賀
の
領
主
官
樫
政
親
高
尾
筒
抜
の

時
、
烏
越
・
吉
藤
・
磯
部
・
木
越
凶
ク
寺
の
大
坊
主
一
所
に
集
り
云
々
。

ま
た
鳥
越
・
吉
藤
・
磯
部
・
木
越
此
四
頭
-X
々
。
た
ど
あ
り
て
、
宮
樫
家

を
滅
亡
せ
し
め
た
る
賊
魁
の
一
人
に
て
、
そ
の
か
み
は
四
ク
寺
の
大

坊
主
と
稀
し
、
営
固
に
て
本
願
寺
波
道
場
の
四
人
の
頭
た
り
し
事
知

ら
れ
け
り
。

O
安
江
木
町

元
秘
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
安
江
木
町
・
六
枚
町
と
載
せ

た
り
。
此
の
町
名
は
.
元
和
二
年
十
一
月
宿
身
体
馬
役
定
容
に
、
既

に
宮
腰
口
の
木
町
と
載
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
古
き
町
名
に
て
、
安
江
の

木
町
と
云
ふ
畿
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
改
作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
寛

文
十
三
年
六
月
の
里
子
諦
合
般
に
‘
滞
土
民
宗
金
津
安
江
木
町
専
光

寺
と
記
峨
し
、
専
光
寺
由
来
記
に
も
、
安
江
木
町
民
て
隠
居
屋
敷
奔




